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世界の 国立公園の成立経緯 につ い て

親泊 素子 （お や ど ま り も と こ 証 戸川大学）

は じめに

　「国 立公 園 」とい う言葉を聞くとどの ような 風景 を想

像 しますか ？イ エ ロース ト
ーン やグラン ドキ ャ ニ オ ン の

よ う な 壮大 で 美 しい 風景、それとも サ フ ァ リが楽 しめる

ア フ リカ の 国 立公園 で しょ うか？東京都に国立公園があ

る と想像 で きま すか ？

　世界の 国立 公園の 数は 1997年の 国 連 の 「保護地域 リ

ス ト」 に よ る と 143 ケ 国、1．689 ケ 所あ る とい わ れ て

い ますが、おそら く現 在 で はさら に数多く の 国立 公園が

設立され て い る で し ょ う。 また、「国 立公園とは何 で し ょ

うか ？」 ときか れ た時に一
言 で は答 えられな い くらい、

さまざまな形 の 国立公園が世界 に は 存 在 し ま す。山 、川、

湖が美しい公園 も あ れば海洋公園や海中公園とよばれ る

海の 国立公園もあります。また、入 園料を 取 る国 立 公園

も あ れば無料のところもあります。手付かずの 自然で動

物がたくさんい る 国立公園もあれば、少数民族や原住民

等、公園 内 に 地 域 の 人々が住ん で い る 国 立公園 も あ り ま

す 。 また、国立公園内 に ゴル フ 場や テ ニ ス コ
ー

トな どの

レク リエ
ー

シ ョ ン ・
ス ポ

ー
ツ 施設をも っ て い る とこ ろも

あります。し ゃ れたとこ ろ で は国立公園内に美術館やゲ

ス トハ ウ ス 等、各国の 要 人を接待 し た り、結 婚式の 写真

撮影に使われた りす る 公園など、まさに多種多様な の で

す 。 そ れ で は 「国立公園」 は どの よ う に 定 義 さ れ て い る

の で し ょ う か ？

　戦後の 1948年に国際的な自然保護に対する連携 と協

力を 求 め て 発足 した IUCN （国際自然保護連合）は 世界

の保護地域に関 す る分類を 設 け、「国 連 ：保護地域 リス ト」

とい うの を作成 して い ます。現在 ま で に何度かの 改定を

行 い、現 在 で は保護地域 を 6 つ の カ テ ゴ リ
ー

に分類

し て い ま す が、そ の うち 国 立 公 園 は カ テ ゴ リ
ー 皿

（National　 Park）とし て 定義されて い ます。しか し、

イ ギリス や韓国の 国 立公 園 は カ テ ゴ リーV の 景観保護地
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域 （Protected　Landscape ／SeasGape ）に分類され

ています 。 理由は両国の 国立公園が 皿の条件を満たして

い な い か ら で す 。 また、ス イ ス の 国立公園 は 1 ケ 所 し

かありませんが、その カ テ ゴリ
ー

は Ia の厳正 自然保護

地域 （Strict　Nature　 Reserve）とな っ て い ま す。日本

で も国 立公園が現在 で は 29 ケ所ありますが、その うち

IUCN の保護地域 カテ ゴ リ
ー 1 に 分類され て い る の は

15 ケ 所だけで、残りの 13ケ所はカ テ ゴ リ
ーV に な っ

て い ます （2007年に 29 番 目の 公園と し て 指定された

尾瀬 国 立 公園は未登録）。こ の ように IUCN の 国 立 公園

の 定義は あ く まで も IUCN が定義 したもの で、実際には

国立公園にはかな りの 多様性が あ る こ とがわかります 。

ち な み に 2003 年の IUCN　
I
丿ス トによ る カ テ ゴ リー 1

の 保護地域の 数 は 3．881 ケ 所 で、カ テ ゴ リ
ーV に い たっ

ては 6，555ケ所もあ りますが、各国 の 国 立公園がどち

らに分類され て い る の か は 各 国 の 自己申告 に よる公園数

を数えてみなければわかりません。

　それ で は、世界 の 国 立公園の 歴史をふりかえ っ て み ま

しょ う 。 「正確に言うと本当は こ の よ う な例外があ りま

す」とか、「その うちの
一

部は本当はこ うなの で す」と い っ

たこ とも多々あ る の で す が、こ こ で は、わかりやすく説

明 す る ため に、まずは世界の国立公園 の概要と して 捉え

て ください。

国立公園 の 発祥とその 理念

　世界で 最初 の 国立公園はア メ リ力合衆国 の イ エ ロ
ー

ス

ト
ー

ン で、1872 年 に 設立 されました。翌 年 の 1873 年

（明治 6年）には 日本で も太政官布告 に よる公園制度が

創設され て い ます 。 こ の 多くは都市公園的 な 公園 で した

が、なかには松島や吉野 厳島等の ような自然公園的な

公園 も含まれ て い ましたから、日本の 公園 の歴 史 も す て

たも の で は あ りま せ ん 。 それ で はアメリカの 国立公園誕

生の エ ピ ソー
ドを述 べ て み ま し ょ う。

　ア メ リ力 合衆国の イ エ ロ
ー

ス ト
ー

ン国立公園の 誕生秘

話 は 「1870年 9 月 19日 の 夜 に ウ オ ッ シ ュ ボ ー
ン

・
ラ
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イエ ロ ー
ス トーン国 立公 園

　世界最初 の 国立 公 園 （油 井止 昭 氏 撮 影 ）

ング フ ォ
ー

ド探検隊がキ ャ ン プフ ァ イア
ー

を囲 み な が

ら、イ エ ロ
ー

ス ト
ーン 地域 の 土 地利用 に つ い て 語 り合 っ

た時に、コ
ー

ネ リア ス ・ヘ ッ ジ ス という弁護士が、この

地を個人の 所有に す る の で はな く、国 家 の 保留 地 と して

確保する べきで あ る こ とを提案 して、全員がそれに同意

を し た」とい う 亅焚 き 火物 語 』 が 有名 で す。し か し、実

はすで に 1810 年に ウ ィ リア ム ・ワ
ー

ズワ
ー

ス がイギリ

ス の湖水地方を、また、1830 年代 に はア メ リカ の ジ ョ
ー

ジ ・カ トリン や ヘ ン リー ・ソ ロー等に よ っ て 国民 の 公

園 （Nationls　 Park） や 国 立 保 護 地 域 （NationaI

Preserves）とい っ た概念はすで に提 唱 され て お り、そ

の 後もデ
ー

ビッ ド・フ ォ ルサム、ト
ー

マ ス
・ミーガ ー

な

どもこの 概念につ いて述 べ ており．「焚き火物語」の コ ー

ネ リア ス
・ヘ ッ ジス の ア イデ ィ ア は彼 らの影響を受けて

復唱 し たもの で あ る とも 言わ れ て い ま す。こ の 探 検 隊 の

翌年の 1871 年に は地質調査所長の ハ イ ドン の
一

行が現

地を再確 認 し、地 図 や記念写真も沿え、イ エ 囗
一

ス ト
ー

ン を国立公園にす る法案 が議会に 上程され ま した 。 その

結 果、1872 年 3 月 1 日 に 第 18 代大統領 の U ．S．グ ラ

ン ト将軍がこの 法案に署名 して イエ ロ
ー

ス トーン 国 立公

園 が誕 生 したの で す。

　世界最初の 国立公園成立は、手付かずの広大な 自然を

連邦政府が 「公園」と し て 管理し、人々 の レジ ャ
ー．レ

ク リエ ーシ ョ ン に供するという 「新 しい形態の公園」と

して 注 目を浴びま したが、こ の 公園成立 の 社会的要因と

し て、次の ような こ とも言われて い ます 。

1） ヨ
ー

ロ ッ パ 諸国に比べ、歴史が新し く、多民族国家

で あ る ア メ リ力合衆国 と して は、国 民 共通の 愛国心 の シ

ンボルとして国立公園のようなも の を持つ 必要性が高

か っ たこ と、

2）当時、イエ ロ
ー

ス ト
ーン地方 の北方を 通 過す る 鉄道

（Northern　 Pacific）建設 計画 があ り、その 沿線の 新 し

い 景 勝地 に 国 民 の 関 心が集まる こ とが期待され た の で、

鉄道資本家の ジ ェ イ
・ク ッ ク の 強力な後押 し があ っ た。

　実際に、こ の 法案成立過程を調 べ て みますと、こ の法

案 の ロ ビイ ス トたちは後にイエ ロ
ー

ス ト
ーン 国 立公園の

初代管理所長 を 務 め たラ ン グ フ ォ
ー

ドをは じめ、皆ノ
ー

ザ ン ・パ シ フ ィ ッ ク鉄道に関係 して い た 人 た ち で あ っ た

ことがわかります。

　ア メ リ力合衆国 に つ い で 19 世紀に国立公園制度を導

入 した国は他に 3 つ あ ります 。 オ
ー

ス トラリア が 1879

年 に シ ドニ ーの 南 に ロ イ ヤ ル 国 立公 園 を、カ ナ ダは

1885 年に パ ン フ 国 立公 園を 、ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ドは

1887年に トン ガ リロ 国 立 公園を 最初の 国 立 公 園 と して

設立 し ま した。こ の 4 ケ 国 がい ずれも新大陸 の 広大な

面 積を持 つ 国 で あ る こ とから、大 自然を 国 立公園に 設定

したのだろうと思われる か も しれ ま せんが、実はオ
ー

ス

トラ リア 最 初 の 国 立 公 園 は、シ ドニ
ー

の 劣悪 な 都市環境

に住む貧困層に健康的な ア ウ ト ドア レ ク リエ
ー

シ ョ ン の

場を提供す る 都市公園として 設けられました 。 丁度、イ

ギ リス の ロ ン ドン メ トロ ポ リス の 拡大 に伴い、郊外に レ

ク リエ
ーシ ョ ン の ための 公園がつ くられたようにその設

立に関 して はイギリス の 影響を 受 け て い ま す。カ ナ ダ の

バ ン プ 国 立公園 も 温 泉地 と し て 栄えた観光地 で した 。

ニ ュ
ージー

ラ ン ドの トン ガ リロ 国 立 公園は マ オ リ族の 首

長 で あ っ た ホ ロヌ ク ・テ ィ
・ヒ ュ ウヒュ ウ ・トゥ キノが、

マ オ リの聖 地を守 る 方法として 政府 に 寄進 した結果 で き

た もので、設立背景はアメ リ力合衆国 とは ま っ た く 異

な っ て い ま す。

　ただ、こうい っ た異なる成立 の 背景 を も っ て は い ま す

が、4 ケ 国 に は共通 点があります。

1．4 ケ国ともイギリス から独立を して い る 国 で あ る 。

2．公園 （パーク ）がかつ て の 王 族、貴族、特権i階級の

　 所有地と して の 位置づ けで あ っ たも の を 「す べ て の

　 国民 の た め の 」とい う民主主 義的な ア イデ ィ ア とし

　 て その制度を発足させた。

3．野生生物の保護とい っ た 自然保護の 思想もさ る こ と

　 な が ら、人 々 の 余 暇 の 拡大、レ ク リエ
ー

シ ョ ン の 需

　 要や観光の発展が大きな理由とな っ て い る 。

4．特 に 新 しい 国 の 開拓 の シ ン ボル とも 言 え る 鉄道 の 発

　 達にからむ経済的要因が制度設立に大きな影響を与
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　 え て い る。

　すなわち、オ
ー

ス トラ リア で は ゴー
ル ドラ ッ シ ュ で好

景気とな り、余暇を楽 しむ人が増えたのと同時に、急激

な都市化で、ス ラ ム化に苦 し む人たちの憩い の 場を求め

る 労働運動が背景と して あり、ア メリ力合衆国とカ ナダ

は西部 へ の 鉄道開発に ともな い 温泉地が発見され、観光

地として の 国 立公園の利用を見込 ん で い た こ とが明 らか

です 。 ニ ュ
ージー

ラン ドにいた っ ては、マ オリ族の やむ

に や ま れ ぬ 理 由 か ら± 地 を手放 し た結 果．国 立 公 園 が成

立して い ますが、やはり トン ガ リロ の 近くの タウポ、D

トル ア は昔 か ら閤欠泉や温泉地と して 有名 で、こ の 観光

地を含め た 国 立公園 の利用が考えら れ ま した。こ の よう

に、それぞれ の 国 で成立 の 背景にはさまざまな ドラ マ が

ありますが、初期の頃から利用が重視された制度で あ っ

た こ とは ま ち がい あ り ま せ ん。

世界 の国立公園成立の流れ

　前述 した 4ケ国の 公園成立以降の 各国 の 流れを概観

して みま し ょ う。 みなさんはその 後 に 国 立公園がで きた

地域は早 く か ら文明 の発達し た ヨーロ ッ パ な の で は と思

われるかも しれませんが、実はア プ リ力諸国で意外に早

い 時期にベ ルギー、イギリス などの 宗主国 の 主 導 で 国 立

公園が設定され て い ます 。 1916年には南 ア フ リカのク

ル ーガ ーが最初 の 国 立 公 園 に な り、1925 年 に は ベ ル

ギ
ー

領だ っ たザイ
ー

ル （後 の コ ン ゴ 民主共和国）が ア ル

バ ー
ト皇太子 の 名 を 取 っ た ア ル パ ート国 立 公 園 （後 の

ヴ ィ ラ ン ガ 国 立 公園） を、1926年 にはジ ン バ ブ エ 、

1929 年にはル ワ ン ダが最初 の 国 立 公園を つ く っ て い ま

す。こ れ ら は欧州 の貴族支配階級に よ る 狩猟用 の 保護 区

として 作られて い たもの が国立公園に転換されたケ
ー

ス

が多 く、ヨ ーロ ッ パ植民地支配 の 影響と見て よい で し ょ

う。また、1933年に ロ ン ドン で 「アフ リカの動植物保

全 の ため の 国際会議」が開催され て お り、こ の時に 手付

かずの 地域を国立公園として 指定す る ア メ リ力合衆国型

の 概念 が浸透 した も の と 思 わ れ ま す。

　 1930 年代 に な る とア ジ ア 各地 で 制 定が始 まりまし

た 。 まず は 1931 年 に日本 で 国立 公園法 が 制定 さ れ、

1934 年 3 月 に は こ れ に基づき、瀬 戸 内海、雲 仙、霧 島

の 第
一

回 指定 に よ る 国 立公園が誕生 して い ます 。 日本よ

り 1 年早 く制定した フ ィ リピン を は じめ 、1935 年に は

イ ン ドネ シ ア、1936 年に イ ン ド、1938 年にス リラ ン カ、

1939 年に マ レーシ ア と続きますが、こ こ で も お 気づ き

の ように、日本を除 い て 、他の ア ジ ア の 国 々はス ペ イ ン

やアメ リ力合衆国、オランダ、イ ギ 1丿ス の植民地とな っ

て い た国 で す 。 こ れ らの 国 で は国立公園運動 の 推進者は

自国 の 国民 で はなく外国人の助けを借 りて 成 立 した こと

が わ か り ま す。日本 の 場合は、明 治政府 の 要 人や、本多

静六、田 村剛等 の 学者 が欧米 の 国立公園を直接見聞し、

日本にあ っ た公園制度を作 りま した。

　ヨ
ー

ロ ッ パ で戦前に 国 立公園が作られた主な国は、ス

エ ーデ ン （1909 年）、ス イス （1914 年）、ス ペ イ ン （1918

年）、イタ リ
ー

（1922 年）で す 。 イ ギ リス、フ ラ ン ス、

ドイ ツ は そ れ ぞ れ 1951 年 1963 年、1970 年 とい ずれ

も戦後に作られて い ます 。 早々とア プ リ力諸国 に 国 立公

園を制定す る指導を した ヨ
ー

ロ ッ パ の 国 々で なぜ国立公

園の制定が遅か っ た の で し ょ うか ？それは多くの 土地が

私有地 で あり、国が自然をまも るとい う こ とよ り、市民

一
人ひとりが自然や文化遺産 を守る 運動に積極的に たず

さわ り、自主的に管理するという考え方が主流だ っ たよ

うです 。 現在 350 万人 の 会員 を持つ 、イ ギ リス 最大の

土地所有団 体で ある ナ シ ョ ナル トラ ス トは 1895年に作

られて い ます 。

　南米に 関 し て は、1915 年にウル グ ア イに、1926年

に チ リに、1929 年にガイア ナに設定 され ま した 。 こ こ

で も ス ペ イン、オ ラ ン ダ、ポ ル トガル 等、ヨ
ー

ロ ッ パか

ら の 為政者や学者などが早くから自然保護 に 取 り組 ん だ

ことが大きく影響 しま し た 。 さら に 、1940 年に ア メ リ

力 合衆 国 の ワ シ ン トン で 「西 半球 の 自然保護と野生生物

保全に関するアメ リ力会議」が開催され た 後に は、ボ リ

ビア 、コ ロ ン ビア、エ ク ア ドル、ペ ル
ー

など大半の国で

国立公園が成立して います 。 南米の場合、広大な地域 に

広がる熱帯雨林は生物多様性の 宝庫として 知られ、多 く

の 広大な国立公園が存在 して い ます 。 しか し、国 立 公 園

内 に は先住民や公園指定以前からその 地域に居 住 して い

る人々もお り．プ ラ ン テ
ー

シ ョ ン や鉱山採掘と い っ た

人々の生活 の 営み と自然保護の バ ラ ン ス が大きな課題 と

な っ て い ま す。

国立公園 の タイプ

　さまざまな成立 の 背景を持 つ 国立公園で すが、多 く は

基本的 に 二 つ の 目的、生物多様性の 保護と人々の レク リ

エ ーシ ョ ン 利用を掲げて い ます。保護と禾1」用のバ ラン ス

につ い て は、各 国 の 公園管理 の考え方に よ っ て、どち ら

か を 優先させ る とい う強弱があ っ たり、同 じ国の 中で も
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国 立公 園 タ イ プに よ っ て は保護を 優先させ る とこ ろと利

用重視 の 公園があ ります。よ り理 解し やす い よ う 3 つ

の タ イ プに 分 け て み ま し ょ う 。

1．ア メ リ 力 合衆国、カ ナ ダ、オー
ス トラ リア等 （アメ

　　リ力合衆国型）

　　 広大な土 地を国立公園の利用の ために担保 し、原

　 則 と して 国 が管理 す る。い わ ば営 造物 の 国 立 公園 で

　 あ る 。

2．ドイ ツ、オ
ー

ス トラ リア、ス イ ス 等 （学術 研 究型）

　　　自然科学的研究を主とする 自然保護地域として学

　 術的 立 場から設定され、一
般 の 人々 の 公 園 利 用 は 厳

　 重な制限の 下 で の み認 め られている 。

3　イギ リス 、日本等 （日本型）

　　 地域制 の 公園とい われて い る もの で、特異性 の あ

　 る風景美を保護、保全する た め に 土地の 所有 に係わ

　 ら ず、公園指定す る 。 野外 レ ク リエ
ー

シ ョ ン に対す

　 る 施設を整備し、公園内の 生物、考古学的、歴史的に

　 価値の ある 土地、建造物に適当な 維持方法を講 じ、公

　 園 区 域内 の 農林業などのための 土地利用も認め る 。

　こ の ほかに ア メ リ力 合衆 国型 の よ う に 手 付 か ず の 自然

を専用管理す る形態としてアフ リカの 公園も挙げられま

すが、1 の グル
ー

プと異 な る の は、外 国 人観光客 が利用

の 中心とい う点です 。 また、台湾 にはア メリ力型の よう

な公園もあれば、日本型 の 公園も あ り ま す 。 ベ トナ ム の

ように導入時は ア メ リ力合衆国型 の 営造物を 目指して い

ながら．実態と し て多くの 山岳 少数民族が居住す る 国立

公園を抱え て い る こ とか ら、日本 型 の 管 理 運営 を 強 い ら

れ て い る とこ ろ も あ り ます 。 国立 公園を訪れると、そ こ

が公園専用の 土地利用 を して い る 営 造物 の 公園 か、あ る

ス コ ッ ト ラ ン ド　 ロ
ッ ホ ・ロ

ー
モ ン ド＆ トロ サ ッ ク ス

国 “tl公園

　地 域 経済の 促進 を唱 っ て 設 ウ：さ れ た 国立 公 園

い は多目的±地利用 を 容認 して い る地域制の公園かに

よ っ て 大きな印象の違 い を感 じる こ とで しょ う。

国立公園の管理 に つ い て

　1UCN の 国立 公園の 定義には、「通常は国 の最高諸官

庁が管理 し、貴重 な 自然生態系が保護され、それを精神

的、学術、教育的な レク リエ ーシ ョ ン の 場として 国民 の

利用に 資するとこ ろ」と書 かれていますが、実態は必ず

し も その よ う に は な っ て い ま せ ん。例 え ば、ア メ リ力合

衆国では内務省国立公園局が管理 し て い ます し、日本で

ガーナ　 カ ク ム 国立 公 園

　カ ノ ピーウ オー
ク で 森林を楽 しむ国 立公園

ベ トナ ム 　 ホ ア ン
・

リエ ン 国立公園

　営造物か ら地 域制の 公園管理 に 移行 した 国 、Z公 園
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は環境省 自然環境局 の 管轄とな っ て い ますが、国によ っ

ては地方 自治イ本 公益法人や民閤などが管理を委託され

て い るとこ ろも多くあ ります 。 オー
ス トラ リア で は連邦

政府が管理 して い る 国立公園は 6ケ所 しかありません 。

残 りの 500 近くは州 で 管理を して い ます し、ア ボ リジ

ニ と共同管理 して い る公園 も あ り ます。イ ギ リス の 国 立

公園は 日本と同 じ地域制 で すが、国 立公園委員会がそれ

ぞれの管理運営を行 っ ています 。 韓国では国立公園管理

公団 とい っ た半 官 半 民 の 組 織で 運 営 さ れ 、ベ トナ ム で は

国、省、市町村が管理 して い る ところもあります 。 また、

カ ナ ダ の パーク ス カ ナ ダ な ど、政府 か ら 民間 に 管理 を 移

行す る計画 をも っ て い る とこ ろ もあ り ま す。

　 また、国により公園管理につ い て 保護 と利用 の 比重 の

か け 方が異な る ことか らその 国 の 国 立公園の イ メージが

ず い ぶんと異な りま す。例えば、利 用 に 消極的な ス イ ス

やブー
タンなどに対し、エ クア ドル政府はガラパ ゴス 国

立公園 の利用 に 関 して は か な り厳し い 公園管 理 を実施 し

て い ますが、その 他につ い て は い たっ て 大雑把な管理を

して い ます 。 また、一
日の 入園者数を制限す る国 立公園

もあ る
一
方で、大変人気の高い 国 立公園などで は、多く

の利用者を受け人れられるように積極的に公園施設を整

え て い るとこ ろも あ ります 。 日本 の 国立公園も戦前、戦

後と利用重視 で 来ましたが、1971 年の環境庁の成立以

降 は、む しろ 自然保護 生 物 多様 性 保全 に 力 を 入 れ て い

る ように見受けられます。

まとめ

　かつ て の ア メ リ力 合衆国の 大統領ビル ・ク リン トン は

「国 立公園 は ア メ リ力 合衆国 の 誇 りで あ る 」「ア メ リ力合

衆国が存在する限 り、国 立 公園制度も そ の 遺 産 ととも に

ア メ リ力合衆国 民 の ために存在す る だろ う」と述べ て い

ま す。イ ギ リス は国 立公園を国民に当然与えられる 「ア

メニ テ ィ 環境」であると述べ て い ます 。 すな わ ち 国 立公

園は イ ギ リス 国 民 に と っ て 「あ る べ き も の があ るべ きと

こ ろ にある 」制度なの で す 。 日本ではかつ ての環境庁 自

然保護局 （現環境 省 自然環境局）の 澤 村 宏 局 長 が 「国 立

公園は 国 の宝」で あ る と述べ、その 宝を守 る べ き努力を

する こ とを訴えま し たが、現状はどうで し ょ うか ？

　日本の国立公園は国民の ニ
ーズか ら生ま れ た も の で は

な く、外 国 の 理 念 を 輸入 し、戦前 の 世界 恐慌の 真 っ 只 中

に日本 の 経済救済策と社会政情不安の緩和策として 誕生

したた め に、「国 立公園は 日本国民に と っ て 何な の か」

とい う議論を十分に論 じきらな い まま今 日に到 っ てま

す。したがっ て 、あ る時期に は利用が優先され 、あ る時

期には保護が重視され るとい うジグザグの 道を歩ん で き

て い ます。その 点から理念の 再確認が必要なのではない

で しょ うか 。 また、日本の国立 公園 に おい て 大事な こ と

は 地域住民 が公園景観 の 担 い 手 で ある とい うことで す 。

自然とともに生きる彼らの 営 み 自体 が、「わ が国 の 風 景

を代表す る に足 る傑出 した自然 の 風景地」を生み 出 し て

い る の で す。したが っ て、地域の 人々の 安定 し た生活基

盤が保証 され ない 限 り国 立公 園 の 風 景美を維持 して い く

こ とは 難 し い で し ょ う。

　 日本の国立公園は地域の 人々の暮ら しが自然の中に融

合 さ れ た 複合 遺 産 で も あ る の で す。世界 遺産 に 自然、文

化、複合遺産があるように、国立 公園におい て も、同様

の特色 に分類 し、各公園にふさわ しい 管理 の 仕方を考え

て い っ て 欲 しい もの で す 。

オ ース トラ リア　 ウル ル ・カ タ ジ ュ タ 国立公 園

　 ア ボ リジ ニ との 共同管理 を行 っ て い る国立公園
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